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第４回ＥＵインド太平洋閣僚会合 開会セッション 
英利政務官基調講演 

（2025年 11月 21日 於：ベルギー・ブリュッセル） 
 

カッラス上級代表、御列席の皆様、この重要な会議に
おいて、基調講演する機会を頂き、光栄に思います。会
議を主催したカッラス上級代表及び欧州対外活動庁
（EEAS）の皆様に心から感謝申し上げます。 

 
議長、今日、我々が慣れ親しんだ自由で開かれた安定

的な国際秩序は、パワーバランスの歴史的変化と地政学
的競争の激化に伴い、大きく揺らいでいます。また、新
興国や途上国の台頭、地球規模課題の深刻化、科学技術
の発展に伴う新たな課題の発生が複雑に絡み合ってい
ます。 

 
こうした中、国際秩序の在り方について、皆が受け入

れられるような考え方が欠如し、次の時代の基調となる
考え方が何かという点について、まとまりがなくなって
いるのではないか、という意見も耳にします。 

 
しかし、回答は明白ではないでしょうか。例えば、イ

ンド太平洋に位置する我が国の周辺では、中国、北朝鮮、
ロシアの軍事的動向が深刻な懸念となっています。欧州
においては、ロシアがウクライナを侵略するという、国
際秩序を揺るがす暴挙に出ました。 

 
さらに国際社会においては、特定の国が重要鉱物サプ

ライチェーンの独占・寡占状態を武器化して威圧をかけ、
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自らの主義・主張を押し通そうとする懸念される動きも
あります。 

 

こうした力又は威圧による一方的な現状変更の試み
は、欧州であってもインド太平洋であっても、地球上の
どこにおいても許されるものではありません。さらには、
欧州・大西洋とインド太平洋の安全保障が不可分となり、
国家の経済安全保障が遠く離れた存在によって深刻な
影響を被ることが明らかとなったいま、我々が模索すべ
きは、改めて法の支配に基づく自由で開かれた国際秩序
を取り戻し、それを維持・強化することであるはずです。 
 
議長、こうした中、我が国が２０１６年に提唱した「自

由で開かれたインド太平洋」（ＦＯＩＰ）は、来年で１
０年を迎えます。「自由」、「開放性」、「多様性」、「包摂
性」、「法の支配」の尊重といった、国際社会で多くの共
感を得られる理念を中核とするＦＯＩＰは、今日、国際
協調を図る観点から妥当性を増していると考えます。我
が国としては、ＦＯＩＰを外交政策の柱として引き続き
力強く推進し、時代に合わせて進化させていきます。 
 

 
ＦＯＩＰの下、我が国としては、基本的価値を共有す

る同志国と連携しながら、弱者が力で屈しない国際環境
を築くために力を尽くしていきます。気候・環境、海洋、
宇宙空間やサイバー空間などの国際公共財における協
力を拡大し、連結性強化を通じて域内の脆弱性克服に貢
献していきます。 
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ＦＯＩＰを前進させるため、欧州、豪州、ニュージー
ランド、韓国、ＡＳＥＡＮ、南アジア、太平洋島嶼国等
との連携を一層強化していきたく、欧州のインド太平洋
への関心の高まりと関与の一層の強化を歓迎します。 

 
本日の会合が、欧州とインド太平洋の関係深化、さら

には、両地域の平和と繁栄につながることを祈念して、
私の挨拶とさせていただきます。ありがとうございまし
た。 

（了） 


